
飼料化情報公開体制構築事業
未利用資源飼料化試験情報

1. 試験の概況

2.【原料】試験のために収集した未利用資源について

試験機関等名称

試験実施年度

試験のタイトル（目的）

試験概要

この試験の実用化の可能性

理由

資源

排出物名称

排出元

特　性

処理１
（飼料化のための一次処理）

処理２
（品質保持方法）

留意点

状　態

未利用資源１ 未利用資源 2 未利用資源 3 未利用資源４ 未利用資源５

内容物

乾物中・原物中
水分
粗蛋白質
粗脂肪
可溶無窒素物
ADFom
NDFom
粗繊維
粗灰分

品質保持期間

未利用資源名
対象畜種
試験の内容

効果の概要

成
分(

%)

平成 24 年度

ニンジンエコフィードを使用した給与試験

ニンジン残渣

エコフィードを畜産農家が利用するにあたり、抱えている不安要素を払拭するため、実
際に給与試験を実施し安全性と経営性を確認することを目的とする。
そこで本試験では、青森県での生産量が約 40,200ｔのニンジンから排出される残さを
使ったエコフィードを試作し、豚を用いた給与試験を実施する。

ニンジンエコフィードを肥育後期の肉豚に配合飼料に 20％添加給与した場合、豚肉の
破断強度が高くなる可能性が高いが、肥育成績、枝肉成績、豚肉の理化学的性状、旨味
成分および豚肉中の脂肪の脂肪酸組成に大きな影響を及ぼさないことが示された。

豚 肥育後期

十和田地域エコフィード推進協議会（青森）

保存性、便利性を考慮し加工方法として乾燥を選択したが、加工に労働力と燃料費がか
かるため、ニンジンの廃棄処理費と相殺されない限り採算性は見込めない

ニンジン

その他
農協

固形

原物中

9.1％

9.2％

0.8％

66.8%

5.8％

8.3％

１カ月以上

破砕

単一製品

処理なし

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

実用化可能

畜種名 家畜ステージ



３.【飼料】試験に給与した飼料について

4. 試験結果詳細情報の公開について

５. 連絡先

特性 飼料 1 飼料 2 飼料 3 飼料 4 飼料 5
使用した未利用資源

飼料化処理加工方法

給与飼料に占める未利用資源
混入率 (%)

ベースとなる飼料
対象畜種

品質保持期間

給与効果（肉質・乳質、増
体、コストへの効果）

公開の有無

住所

電話番号

e-mail

掲載誌等に発表した場合

所在地（URL等）

家畜のステージ

資源１

豚

肥育後期

１カ月程度

20％ 添 加 給 与
した場合、大き
な影響を及ぼさ
ないことが示さ
れた。

報告書
ホームページ

http://aomori.lin.gr.jp/ecofeed/index.html

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

乾物当たり

20％

配合飼料あたり  

　          　          　          　          

著者名
題名
掲載誌（項）
発行所
発行年月

乾燥


